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論文の内容の要旨 













 著者は 7週齢の C57BL/6J雄性マウスに高脂肪（High Fat：HF）食の給餌を開始し（day 0）、
次に示す 4群に群分けした（各群 n = 5）。HF群：HF食を 25日間給餌、HF＋CCl4群：HF食を
25日間給餌＋CCl4（0.1 mL/kg）を計 4回腹腔内投与（day 14, 17, 21, 24）、HF＋T0901317群：
高脂肪食を 25日間給餌＋T0901317（2.5 mg/kg）を計 5回腹腔内投与（day 20, 21, 22, 23, 24）、
新規 NASHモデル群：高脂肪食を 25日間給餌＋CCl4を計 4回腹腔内投与（day 14, 17, 21, 24）
＋T0901317を計 5回腹腔内投与（day 20, 21, 22, 23, 24）。全群 day 25に犠牲死させサンプルを
採取した。各サンプルについて、病理組織学検査（HE染色、Masson trichrome染色、Sirius red














NASH モデル群のみで有意に上昇していた（P＜0.01）。RT-PCR では、T0901317 を投与した 2


























 平成 31 年 1 月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
